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A case of fusion of the supemumerary teeth in the right maxilla and the third molar
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Summary
　Den七al　abnormalities　include　an　unusual　number　of　teeth，　collfiguration，　unusual　size　of
the　too七h，　malfbrmation　of七he　dental　hard　tissues，　and　abnormal　eruption　and　position．　In
fusion，　several　tooth　germs　have　been　fused　during　odontogenesis．　This　occurs　commonly　in
the　anterior　tooth　region　but　rarely　in　the　molar　region．　Especially，　the　incidence　of　fusion
involving　supernumerary　teeth　in　the　maXilla　and　third　molar　is　extremely　low．
　In　this　case　report，　we　presen七acone－beam　CT　image　of　a　41－year－old　woman　with　fu－
sion　involving　supemumerary　teeth　in　the　maxilla　and　third　molar　and　reviewed　the　litera－
ture　on　type　ofthis　lesion．
緒 言
　歯の異常には，歯の数，歯の形や大きさの異常
あるいは歯の硬組．織の形成異常，歯の崩出や位置
の異常などがあり，このような異常は1歯から多
数歯に見られることがあり，その形態や崩出位置
などをエックス線画像から診断することは重要で
ある．そのなかでも歯の形態異常である融合歯
は，歯の発生時に複数の歯胚が形成期において結
合した歯とされており1），臼歯部での発生頻度は
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低く，前歯部で多く認められる．とくに上顎過剰
歯と大臼歯との融合歯は日常の画像診断において
も遭遇する頻度は少なく，稀であるとされてい
る21．今回われわれは上顎右側過剰歯と第三大臼
歯の融合歯の1例を経験したのでその概要につい
て文献的考察を含めて報告する．
症 例
　患者は41歳の女性であり，歯科治療のため歯科
医院受診時にエックス線画像にて上顎右側大臼歯
部の不透過像を指摘され，精査希望にて松本歯科
大学を紹介され来院した．受診時，全身状態は良
好であり，顔貌は左右対称性であり，家族歴，既
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往歴には特記事項は認めなかった．受診時の口腔
内所見は上顎右側大臼歯部の歯肉腫脹や出血，発
赤，疾痛，骨膨隆などの所見は認めなかった．画
像所見としては，口内法エックス線写真およびパ
ノラマエックス線写真（写真1a，　b）において，
上顎右側第3大臼歯部に歯冠と歯根を有する歯牙
様の不透過像が重複するような所見を認め，第3
大臼歯と過剰歯の融合状態が示唆された．さらに
詳細な検討を行うために，Cone－Beam－CT（以
下CB－CT）を行った．その結果，上顎右側第三
大臼歯と過剰歯の歯髄腔は歯冠側において連続し
ており，CT値の計測はCB－CTでは行えない
が，水平，前額，矢状断の画像において，上顎右
写真1a，　b：口内法エックス線写真およびパノラマエックス線写真では，上顎右側第3大臼歯部に歯牙様の不定形の不透過像（矢
　　　　　印）が重複するような所見を認め，第3大臼歯と過剰歯の融合が示唆される．
写真2a，　b：Cone－Beam－CT（CB－CT）では，写真a，　b水平断，矢状断において上顎右側第三大臼歯（△印）の口蓋側方向に
　　　　　過剰歯（矢印）を認める．その過剰歯の歯髄腔は歯冠側において連続しており（写真a前額断，矢状断），写真a水
　　　　　平断矢状断画像および写真b水平断，前額断画像においてエナメル質，写真b前額断，矢状断画像において象牙
　　　　　質およびセメント質の結合を認める．
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側第三大臼歯の口蓋側方向に過剰歯を認め，その
過剰歯は歯冠と歯髄腔および歯根を有し上顎右側
第三大臼歯部とエナメル質，象牙質およびセメン
ト質における結合を認めた（写真2a，　b）．
考 察
表1：本邦における第三大臼歯と過剰歯との融合報告例
　　　（1934～2008年　総数43症例（自験例を含む））
症例 報告者 報告年　年齢　性別　　部位
　融合歯の定義としては，複数の歯胚が歯の形成
時期において石灰化の進む前に結合した歯である
とされているが，その発生の原因については，局
所的な感染や外傷などの機会的因子や常染色体劣
性遺伝などの遺伝的な因子の関与も考えられてい
るが，不明な点も多くその発生についての結論は
でていない’・3）．また融合歯と鑑別を有する歯の形
態異常としては癒着歯がある．これは象牙質形成
後にセメント質のみで結合したものを癒着歯とし
ている1）．
　本邦における上下顎第三大臼歯と過剰歯の融合
症例について，文献的に年齢，部位が明確なもの
を検索した．1934年から2008年までの74年間の本
邦における報告例（表1）では，自験例を含める
と46症例であった2・4－37）．発見年齢は21歳から66
歳であり，平均年齢は32．6歳であった．また比較
的20代に多く見られたのは，第三大臼歯の抜歯を
受ける機会が多いことが考えられる2）．性別は男
性が24名，女性が22名であった．これまでの報告
では男性に多い傾向を認め，男性に多く見られる
要因としては体格や栄養状態などの関与があると
報告されており，女性の約2倍の発生頻度とされ
ている33）．しかしながら，今回のわれわれの検討
ではとくに大きな男女差は認めなかった．発生部
位別では，上顎右側第三大臼歯と過剰歯の融合が
12例，上顎左側第三大臼歯と過剰歯の融合は10例
であり合計22例であった．下顎では下顎右側第三
大臼歯と過剰歯の融合は9例，下顎左側第三大臼
歯と過剰歯の融合は15例であり合計24例であっ
た．
　融合歯の発生は永久歯ではその発生率は0．3％
弱であり38），また自験例のような過剰歯が関与し
た発生頻度は0．11％であり39）比較的その発生率は
低いとされている．発生部位は，その殆どが前歯
部でみられることが多くとくに下顎に多いとされ
ている4°）．これは，発生学的に歯胚の位置が近接
していることや歯の発生時期が近いことなどが考
えられている’）．また下顎での発生が多い理由と
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山本
川西
斎藤
石天
北村
大石
竹松
大竹
大竹
成川
菊池
平野
中田ら
打田ら
岡ら
池田ら
久野ら
久野ら
久野ら
北島ら
三輪ら
吉岡
高ら
西嶋ら
戸塚ら
船越ら
姜ら
姜ら
吉田ら
吉田ら
内田ら
内田ら
内田ら
高橋ら
鈴木ら
Sugibayashi　et　al
　中西ら
池嶋ら
鈴木ら
Hara　et　aI
小林ら
上杉ら
上杉ら
上杉ら
上杉ら
　自験例
1934　32　　男　　下顎左側
1938　32　　男　　下顎左側
1939　48　男　　下顎左側
194038女下顎右側
1941　　66　　男　　下顎右側
194123女下顎左側
194226女上顎右側
1950　　32　　男　　下顎右側
1950　　24　　男　　上顎左側
1954　29　男　　下顎右側
1954　27　男　下顎左右側
1959　　28　　男　　上顎右側
1964　31　男　　下顎左側
1965　30　　男　　上顎左側
196823女上顎左側
196932女上顎左側
1970　21　女　　下顎左側
197025女下顎右側
1970　　23　　男　　下顎右側
1974　　26　男　　上顎左側
1975　48　　男　　上顎右側
197727女上顎左側
1977　47　男　　下顎左側
1978　42　男　　下顎右側
198626女下顎左側
198824女上顎左側
1990　　31　　男　　上顎右側
1990　41　男　　下顎左側
1991　39　　男　　上顎右側
199124女下顎左側
199321女上顎右側
1993　23　男　　上顎右側
1993　28　　男　　上顎右側
1994　24　男　　上顎左側
199930女上顎右側
2003　49　　男　　上顎左側
2004　　58　　女　　上顎左側
200549女下顎左側
200622女上顎右側
200851女下顎左側
200832女上顎右側
2008　25　　男　　下顎左側
200830女下顎右側
2008　21　女　　下顎左側
200831女下顎右側
201041女上顎右側
しては，顎骨の大きさの退化あるいは歯胚の密度
が高いためとされている4°）．また今回における大
臼歯部での検討では上下顎での差は認めなかっ
た．左側および右側における発生の頻度において
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は，今回の検討では上顎ではとくに左右差は認め
なかったが，下顎では左側での発生が多かった．
しかしながら，左側での発生の要因についての報
告例はないため，今後，融合歯の発生の左右差に
ついて歯胚形成の時期あるいは顎骨の成長などと
の関係をふまえて検討を加えるべきであると考え
られる．
　融合歯と鑑別を要する疾患には，癒着歯，歯牙
腫，骨腫あるいは骨肉腫などがある33）．またこれ
まではこうした疾患が顎骨内部に認められた場合
は，パノラマエックス線撮影やCTなどの画像検
査で診断をおこなってきたが，エックス線学的に
鑑別診断が困難なことが多くある．今回の症例に
おいては，とくに臨床症状も認めなかったこと
と，CB－CTにより水平断，矢状断あるいは前額
断の多断面構成画像から三次元的に病変部を詳細
に検討することにより非観血的に融合歯と診断を
くだすことができた．また本症例では，咬合状態
や患者の希望もあり，癒合歯の抜去は行なわかっ
た．しかしながら，画像診断あるいは臨床的に融
合歯を疑った場合でも，歯牙腫や骨腫あるいは骨
肉腫などの硬組織形成疾患との鑑別が困難な症例
もあるため，積極的に摘出術を行い病理組織学的
に確認することも肝要であるという意見もあ
る33）．
結 語
　今回われわれは，41歳の女性の上顎右側大臼歯
部にみられた上顎第三大臼歯と過剰歯の融合歯の
1例を経験したので，その画像と共に若干の文献
的考察を加えて報告した．
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